
平成２７年度　        武雄市立橘小学校学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

①　豊かな心の育成

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校経営 ○学校経営方針
学校目標や本年度の重点目
標の周知

学校便り、学校ホームページ、ケーブルテレビ、
全校朝会、育友会活動等で周知する。

Ａ

・研究授業やスマイル学習（武雄式反転学習）の実践を通して、教材研究や教材作りができ、指導力向上に
活かすことができた。小集団のラインによる事前研修を積み重ねることで指導力向上につながった。
・保護者アンケートの結果は大変よかった。学校のようすはよく伝わっている。
・教職員による学校教育目標の把握もよくできている。「概ね知っている」まで入れると100％にはなるが、教
育目標達成のために、組織として一つ一つの取組を着実に実行していかなければならない。

・学校便りや学校HP、ケーブルテレビ、保護者向け学校メール等によって、学校経営方針や
重点目標、並びに日々の学校のようすや行事の内容について周知することができた。
・保護者アンケートの「学校の教育方針や教育目標を知っている」の問いで、「知っている」
「だいたい知っている」の合わせた割合は９６％であった。これに満足することなく、100％を目
ざしてしっかり取り組んでいきたい。

教育活動 ●心の教育 心の教育の充実

年間３５時間（１年生は３４時間）以上の｢道徳の
時間｣を計画的に行う。
・『ふれあい道徳」の授業公開を実施し，保護者
や町民に道徳教育の状況を公開する。

Ａ

・年間計画に沿って道徳の授業を進めることができた。また、『ふれあい道徳』の授業公開を実施し、道徳教
育の状況を公開することができた。
・５月と１１月の２回、ＱＵアンケート実施し、その結果を踏まえて、支援会議を開き、児童理解に努めた。ま
た、気になる児童については、関係職員で連携し、方策や手立てを考え支援している。その結果、５月の時
点でのＱＵアンケートより、１１月のＱＵアンケートの結果の方が全校的に学校生活満足群の方に推移し、居
心地のよい学級経営につながった。今後も気になる児童には目を向けて支援していく必要がある。
・人権集会を中心に、標語作りや各学級の仲よし合言葉に取り組んだり、児童による人権劇をしたりして人
権について考えさせた。集会の中で感想を書かせて交流を行うことで、人それぞれ違いがあっても尊重し合
うことの大切さに気づくこができた。

・人権尊重の取組や道徳の授業実践、ＱＵアンケートの活用による成果が表れてきているの
で、今後とも計画的にしっかり取り組んでいきたい。
・友だちに正しい言葉づかいをしている児童は、「よくできている」「だいたい」合わせて９２％
である。また、保護者アンケートで「学校は心の教育を指導して成果が出ている」の問いに、
「そう思う」「大体そう思う」合わせて９５％であり前年度を上回っている。そして、「感謝の心を
育てる指導の成果が出ている」では、「そう思う」「大体そう思う」合わせて9７％であり、着実
に成果は表れているが、今後とも日々の学校生活の中でよりよい心情の醸成を図っていか
なければならない。

教育活動 ●いじめ問題への対応
いじめの早期発見・早期対応に
向けた体制づくりができたか。

・いじめに関するアンケートを毎月末に実施し、状況
把握に努める。
・察知されたならば、児童との面談後、「確知」、「認
知」の判定を行い、状況によっては、２２条委員会を
設置し適切な対応に努める。
・事案の解決に向けては、学校として、組織的、計画
的に取り組むこととする。

Ａ

・毎月末の「いじめ調査」の結果から、「覚知」や「認知」に及ぶ事案はない。気になる事案に対しての早期対
応がよくできている。担任が一人で問題を抱えることなく、チームや組織としていこうとする体制ができてい
る。
・学校独自の「いじめ対策基本方針」を作成し、内容についての共通理解を図るとともに、職員研修等を通し
て、「いじめ撲滅」について協議することで一定の成果をあげているように思われる。
・今後とも組織としての対応をしっかり図っていく必要がある。また、教職員一人一人による「いじめは許さな
い」という姿勢で「いじめ撲滅」に取り組んでいきたい。

・毎月末に「いじめ調査」を実施し、児童の実態や仲間関係についての状況把握に努めてい
る。気になる点については、今後とも早期対応を図っていくことが肝心である。
・児童アンケートによると、陰で悪口を言われたり仲間外しにされたりしていないと答えた児
童は、「ない」「あまりない」をあわせて９６％であるが、１００％を目指していきたい
・教育相談の充実やスクールカウンセラーの活用を更に図っていきたい。

特定課題
○小学校低学年の
学習環境の改善充
実

基本的生活習慣・学習習慣
の定着

・児童と保護者による「ときわっ子生活ふり返り
カード」への記入により、基本的な生活習慣の
定着を図る。

Ａ

・挨拶や返事のできる児童は多いが、自分から進んで常にできる児童は尐ない。
・朝食を食べてくる児童は、ほぼ１００％である。
・学習道具や宿題を忘れる児童は尐なくなってきている。
・早寝、早起きの習慣化ができてきた。
・話す人を見て聞くことはできるようになったが、話の内容を聞き取れていなかったり、最後まで聞けない児童
もいるので、学習の規律の面からも指導の徹底を図っていく必要がある。

・振り返りカードの内容項目を再検討し、基本的生活習慣の定着をしっかり図っていきたい。
・挨拶強化習慣が、代表委員会で決まって２週間取り組んだが、来年度は、低学年でも年間
を通じて取り組んでいきたい。

教育活動
○特別支援教育の
充実

特別支援教育の支援体制の
充実

・毎月第４月曜日に児童支援研修会を設けて、
児童理解と適切な支援を行う。
・ＱＵアンケート結果をもとにした校内支援のた
めの協議会を開催する。
・特別支援担当教員と学級担任で連携して、交
流学級での円滑な活動に努める。
・毎週火曜日の放課後、補充指導を行い基礎
学力の定着を図る。

Ａ

・児童支援研修会を利用し、児童についての報告を適宜行い、全職員での共通理解を図ることができた。
・ＱＵアンケート実施後、学級支援会議を行い、気になる児童の様子、支援体制について話し合うことができ
た。また, 気になる児童について適宜ケース会議を開き、様子観察と変容を見守った。
・交流学級担任と情報交換をしながら、気になる児童や支援が必要な児童について学習・生活支援を行っ
た。また、WISC-Ⅲ検査を行ったり、巡回相談を受けたりして、特性や支援の在り方を学びながら個に応じた
支援を行ってきた。
・５・６年を対象としたパワーアップタイムを計画したが、放課後の時間確保や補充指導にあたる職員不足等
から実施が難しかった。しかし、学級単位で担任や特別支援学級担任が連携して支援に当たることで学力支
援を行うことができた。

・学校生活のあらゆる機会を通して気づいた児童の様子を職員室で情報交換し、児童支援
に役立てていった。今後も続けていきたい。
・計画的に校内における支援会議を開き、結果をもとに保護者との懇談を設定したり外部機
関と連携を取ったりして児童の生活環境改善にこれからも努めていきたい。
・パワーアップタイムの実施や東書プリントの活用、タブレットを活用した計算学習などで、児
童の学力支援を積極的に行っていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育活動 ●学力の向上 基礎学力の向上

・児童の実態把握に努め、指導方法の開発・改
善に取り組むとともに個に応じたきめ細やかな
指導を実施する。
・学び合いの様子を振り返りで自己評価させ
る。また家庭への啓発を行い協力を得る。
・朝の学習の充実や補充学習を計画的に実施
し、基礎学力の定着を図る。
・図書環境の充実を図り、児童の読書意欲を喚
起しながら貸出冊数を増やす。

Ａ

・今年度の学校評価では、９８%の児童が「毎日の授業はだいだいわかる」と答えている。
・１時間１時間のめあてにそって振り返りを書かせたことによって、児童自身が授業で学んだことを確認する
ことができ、次時へとつなげることができた。
・朝の計算タイムやすくすくテストの継続実施により、基礎学力の定着に努めた。また、取り組んだ問題や宿
題はその日のうちに書き直しをさせ、学力の定着に努めた。
・毎週木曜日の朝の時間に、「なかよしタブレット」の時間を設定し、また、シュチュートレインなどのアプリを
活用して、計算問題の習熟や脳トレに取り組んだ。
・図書の利用については、全校的に取り組み、全児童一人当たりの平均貸出数は９０冊を超え、累計貸出数
は１００００冊を超えた。
・個別指導に取り組んできたが、十分な時間をとることができなかった。

・個に応じた指導やＩＣＴの利活用などの充実により、児童アンケートでは、授業について「よく
分かる」「だいたい分かる」を合わせると９８％になる。また、小テストの実施、タブレットを使っ
ての「脳トレ」の学習や個別指導等の取組により着実に成果が表れている。そこで、これらの
取組を今後とも徹底していく必要がある。
・学習状況調査での結果、「活用力」向上に向けた指導法の研究が必要である。
・ＩＣＴの利活用等、指導法の工夫により「わかる授業」が進んできた。「電子黒板を使った学
習は分かりやすいですか」の問いで、児童の９８％が「よく分かる」、「だいたい分かる」と回答
している。指導者のますますの研鑚が求められるところである。
・自分の考えをまとめ、説明する力もついてきているので、今後も取組を徹底していきたい。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校運営
○教職員の資質向
上

授業研究及び職員研修の充
実

・研究授業を年間計画に位置づけ，担任以外も
全員で一人１回以上、計画的に実施する。・授
業後は、｢言語活動の充実｣や｢学び合い｣といっ
た視点での反省を行い、指導法についての改
善を行う。

Ａ

・研究授業を通して、教材研究や教材作りができ、指導力向上に活かすことができた。研究授業の前は、自
主的に事前の模擬授業を行ったり，指導案検討会を行ったり研修を積み重ねることで指導力向上につな
がった。
・研究授業では、ＩＣＴ機器の利用場面を多く設けることで、機器利用のスキルも向上してきた。
・校内研究は、「言語活動の充実」や「学び合い」を中心とした授業の在り方について、ＩＣＴの利活用も図りな
がら取り組むことができた。ただ、授業における「学習用語」の取り扱いについては、もう尐し研修を深め、共
通理解を図っていかなければならない。
・全員授業の中で、特別支援学級担任は「生活単元」や「自立活動」で、養護助教諭は「学級活動」で研究授
業を行った。また，教務主任は理科で研究授業を行った。

・研究授業は計画に従って、これからも全員が１回以上実施する。
・スマイル学習（武雄式反転学習）の公開授業日を年1回実施し、市内外からの参観者を募
り、多くの方々から評価をいただくようにする。スマイル学習（武雄式反転学習）の３年目は、
更に高みを目指していきたい。また、官民一体型の学校づくりにおける「花まる学習」や「青
空教室」については、学校地域支援本部と一緒に、協力体制を図りながら意欲的に取り組ん
でいきたい。
・教職員アンケートの「研究授業や職員研修の充実が図られていますか」で、「達成できてい
る」「概ね達成できている」の合計は１００％だった。引き続きこの状態を維持していきたい。

教育活動
●教育の質の向上
に向けたＩＣＴ利活用
教育の実施

授業研究及び職員研修の充
実

・情報教育推進リーダーやICT支援員を中心に
した職員研修を２回以上実施するとともに、断
続研修を適宜実施していくことで、ＩＣＴ利活用の
能力向上を図る。

Ａ

・授業研究では、電子黒板やタブレットを活用した授業が行われた。内容は、主に、教材文や動画の提示で
あった。
・日々の授業の中でも全職員が随時電子黒板を利用したものが行われており、職員のICTに対する意識や
技能、使用頻度は高いと思われる。
・職員を対象にした研修は、スマイル学習（武雄式反転学習）や校内のICT機器の研修を随時、断続研修とし
て行ってきている。
・今後は、校内のICT機器を効果的に利活用し、如何に学力向上を図っていくかをさらに検討していく必要が
あると考える。

・教職員アンケートの「ＩＣＴを活用した授業改善ができ、児童の学力向上につながっています
か」の問いで、「達成できている」「概ね達成できている」が１００％だった。
また、児童アンケートの「電子黒板を使った学習は分かりやすいですか」の問いで、「よく分か
る」「だいたい分かる」が９８％である。
・教職員全員がタブレットやテレビ型電子黒板等のＩＣＴの利活用を行うことで、ＩＣＴ利活用の
研修の中身がより深まった。指導者の更なる研鑚に力を入れる必要がある。
・定期的な研修会等を通して、積極的に活用しようという教職員の姿勢を持続させたい。
・研究授業で全クラス活用する。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育活動 ●健康・体つくり
体力の向上及び望ましい食
生活習慣づくり

・新体力テスト等で児童の実態を把握し、授業
や業間運動等で適切な指導を行いながら前年
度よりも体力の向上を図る。
・食育指導を計画的に実施し、マナーの向上に
努める。
・性教育を年間通して適宜児童の実態に応じた
児童を実施する。

Ｂ

・新体力テストの結果を児童に配布し、自身の体力を知らせることはできた。しかし、自身の体力を意識した
活動を実践する時間を設けることについては課題が残る。
・休み時間に外で元気に遊ぶ児童が増えた。運動委員会が実施する体育集会についても、昨年度より参加
人数が増加した。
・給食返却時の挨拶がよくできている。また、給食主任や栄養教諭と協働し毎月の給食目標を掲示したり、
その日の献立に関わる内容の放送をしたりして、食への関心の向上やマナーアップについて指導することが
できた。
・性に関する指導の年間教育カリキュラムは、所定の場所に置いていつでも見ることができるようにしてい
る。実施状況等の確認を今後行っていくとともに、児童の実態に応じた指導が実施できるよう担任と調整して
いく必要がある。

・「運動を進んでしていますか」の問いに、９１パーセントの児童が、「している」、「だいたいし
ている」と回答しているが、更に実施率を伸ばしていきたい。
・新体力テストの結果から、しっかり体力をつけていかなければならない。
・「児童の健やかな体をつくり、望ましい食習慣の定着を図るために、昼休みの外遊びの確
保、体育的行事や食育指導を計画的に行っているか」の問いに、１００％の職員が、「達成で
きている」、「だいたい達成できている」と回答している。これも更に伸ばしていきたい。
・今後も食への関心が高まるような放送や行事を給食週間を中心に取り入れていき、給食返
却時の挨拶等は高学年を中心として全校的に徹底を図っていきたい。
・性に関する指導の実際の具体的な内容や実施時期等の確認を行っていくとともに、児童・
保護者の意見や実態に即した指導が行えるよう担任と調整していく。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育活動
○「田んぼの学校」
を中心とした体験活
動

体験活動の充実

・１年間の体験活動を見通し、事前指導を行っ
てから活動に臨ませる。また、事後の振り返りを
させ、その後に生かす。
・育友会の施設部の会員さんとの連携をとり、よ
り円滑な運営ができるように心がける。
・保護者及び関係団体に年間計画を配布した
り、情報を早目に伝えたりすることで、保護者及
び関係者の参加を促す。

Ａ

・1年間の活動を見通し、事前指導を行ってから活動に臨ませることができた。また、事後の振り返りをさせ、
その後に生かすよう努めることができた。
・育友会の施設部員さんと連携をとり、円滑な運営ができるように努めることができた。
・保護者及び地域の関係団体に年間計画を配布し、情報を早めに伝えることで保護者及び関係者の参加を
促してきた。保護者さんにも毎回の活動でよく協力していただくことができた。
・野菜販売の事前準備では、営農学級の方にお手伝いしていただきながら、児童にできる範囲での販売活
動を行ったが販売活動自体の再検討も必要である。

・田んぼの学校では、地域の関係団体や保護者の協力で、今年度も充実した活動が展開さ
れた。この連携、協力の関係を今後も続けていきたい。
・区長会やＪＡ女性部の皆さん、地域ボランティアグループ、ちゃりんこクラブといった関係団
体との連携・協力ができている。関係団体とは、年度初めに計画した活動の内容について、
連絡を密にとりながらしっかり取り組んでいきたい。

学校運営 ○危機管理 危機管理体制の整備

・年度初めに交通安全教室を開き、児童の道路
歩行及び自転車の安全な乗り方の指導を行う。
・日常の点検及び月１回の安全点検を確実に行
い、教職員の意識向上とともに校内の安全管理
に努める。
・避難訓練に地域の指導者を招き指導・助言を
受けることで危機回避能力を高める。
・学校だよりや学校ホームページ、学級通信等
で保護者に学校での取り組みを紹介し、保護者
との連携に役立てる。

Ｂ

・登下校の仕方や道路の渡り方、生活のきまりについては、機会ある毎にその時々において指導を行うこと
ができた。
・年度当初に、全児童を対象に交通安全教室を行ったことで、自転車の安全な乗り方の徹底ができた。
・不審者対策避難訓練や火災避難訓練では、事前・事後指導を全校的に行い、職員及び児童の危機回避能
力に結びつけることができた。
・防犯ブザーの所持率が向上した。故障については、ある程度学校で対応してきている。
・「無言掃除」の徹底が必要である。「生活のきまり」については、十分に守られているとはいえない。そこで、
全校的に継続した指導をこれからも行っていく必要がある。

・毎月末の安全点検は確実に実施し、課題が出た場合は早急に対応し、解決していくように
してきた。
・心肺蘇生法の訓練では、外部講師を招き指導を仰ぐことで職員の技能と危機対応能力を
高めることができたので、これからも講師招聘を図り指導を受けるようにしたい。。
・育友会を中心に青色パトロール（地域巡回）ができている。また、地域の交通指導員の方々
の協力のもと、朝の登校時の交通安全が保たれている。これからもしっかりお願いしていき
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・校
区内の危険箇所についてまとめ、育友会だけでなく、区長会にも知らせて改善を図る働きを
した。これからは町の方へも改善に向けた働きを定期的に行っていたきたい。

学校運営
○家庭・地域と連携
した開かれた学校づ
くり

学校情報の公開と連携

・毎月初めのノーテレビデーでは取組レポートを
提出してもらう。
・児童の活動の様子をカメラなど随時記録し、多
くの広報活動の資料に活かす。
・公民館など関係機関と連携して、地域人材の
更なる発掘と授業や行事での登用に努める。

Ａ

・学校便りやホームページ、学校メールなどを通して、学校や児童のようすを保護者さんや地域の方へ伝え
ることができている。保護者アンケートの結果では、「できている」、「だいたいできている」を合わせると99%の
評価を得ている。
・育友会、町づくり協議会、区長会、老人会、婦人会、ＪＡ、公民館などと連携を図りながら、今年も「田んぼの
学校」や「周防大島体験活動」、「野菜づくり」、「通学合宿」、「ぼた餅会」などの行事に取り組み、貴重な体験
をすることができた。
・取組にあたっては、たくさんの時間を要する内容のものもあり、中身の精選に努めるとともに、ますますの
創意工夫が必要と考える。
・毎月のノーテレビノーゲームデーのレポート報告では、宿題以外の「家庭学習」の割合が、「親子のコミュニ
ケーション」や「お手伝い」の割合に比べると低い。これからも家庭と協力して、「家庭学習のすすめ」に力を
いれていく必要がある。

・ノーテレビノーゲームデーは、家庭で取組をお願いしているが、内容的には「お手伝い」や
「家読」にもっと力をいれてほしいところである。
・ＨＰ更新については、これからも機会ある毎にしっかり行っていきたい。
・学校便りやＨＰ、学校メールなどを活用した情報発信により、保護者の99%は、学校の様子
を積極的に伝えていると評価しているので、これからもしっかり活用していきたい。
・家庭学習の定着を図るために、学校として何ができるか、しっかり協議し働きを強めていか
なければならない。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

・保護者アンケートからは、本校の教育活動に対して概ね好意的な評価をいただいた。ただ、評価の中には厳しいものもあり、尐数とはいえ、真摯に受け止め、具体策を講じながら改革、改善に取り組んでいくことが必要である。学校の取組については、成果を上げようと全職員が一丸となって取り組むことができた。責任感や使命感の高い教職員
集団である。また、児童が意欲を持って学習し、様々な教育活動に積極的に取り組むよう、授業や行事の工夫に努めてきた。さらには、ＩＣＴの利活用を進めていく中で、電子黒板の利用やタブレットの活用、そして、スマイル学習（武雄式反転学習）の充実に取り組んできた。これからは、官民一体型の学校づくりに向けた「花まる学習」や「青空教室」
の実践もあり、今後とも指導力向上のための職員研修の充実に努め、創意工夫を発揮しながら取り組んでいくとともに、学校支援地域本部との協力体制をしっかり築いていきたい。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標

・稲作体験の充実を図る。
・営農教室や「いも栽培」等の体験活動を
通して、各種団体や地域住民との連携を
図る。
・保護者の参加率を６割以上にする。

・新体力テスト等で児童の実態を把握し、
授業や業間運動等で適切な指導を行いな
がら前年度よりも体力の向上を図る。
・食育指導を計画的に実施し、マナーの
向上に努める。
・性教育を年間通して適宜児童の実態に
応じた児童を実施する。

・児童の交通ルール遵守に対する意識を
高める。
・教職員及び保護者の危機意識の向上を
図り、交通事故防止、生活事故防止に努
める。

・毎月１回のノーテレビデーの実施率を９
０％以上とする。
・学校便りは月1回以上、ホームページの
更新は週１回以上行い、学校情報を流す
ことで教育活動に関心を高める。
・地域人材の登用を各学年年間１回以上
取り組む。

・一人1回の研究授業を行う。その際講師
招聘を３回以上行い、指導力向上につい
ての研修を深める。
・｢言語活動の充実｣や｢学び合い｣といっ
た視点での授業の振り返りを行い、反省
をそれ以後の授業に生かす。

④　たくましい身体

具体的目標

・校内研究や職員研修の充実を図る中
で、指導法の開発・改善に努める。
・「授業がわかる」という児童を80％以上
にする。
・国や佐賀県、武雄市の学習状況調査に
おいて、全学年、全項目の佐賀県や武雄
市の平均正答率を上回ることを目指す。
・図書貸出冊数を１００００冊以上にする。

・研究授業にあたっては、ICTの利活用や
タブレットの効果的な使用を図る。
・ＩＣＴ利活用教育の質の向上を図るため
の職員研修を2回以上実施する。
・｢ＩＣＴ(電子黒板やタブレット等)を使った
授業は分かりやすい｣という児童を８０%以
上にする。

具体的目標

具体的目標

自ら学ぶ力を身につけ、豊かな心をもって未来を拓くとき
わっ子の育成

①児童が生き生きと取り組む教育活動の活性化を図る。
②基礎学力の定着と「言語活動」の充実に取り組むとともに、知識を生かした活用力
の向上を図る。
③学校や家庭、地域との連携を密にし、信頼される学校づくりをめざす。
④教職員の協働研修（ICT利活用の研修も含む）を実施する。

・「早寝・早起き・朝ご飯」を奨励し、生活
のリズムを整えるなどの目標達成率９０％
以上をめざす。
・話す人を見てうなずきながら最後まで聞
くなどの学習習慣の達成率９０％以上を
めざす。

３　目標・評価

②　確かな学力の育成

具体的目標

・児童、保護者、教職員、地域に周知す
る。
・「学校の様子が分かる」と答える保護者
を９０％以上にする。

・道徳教育の充実を図る。
・自尊感情を高め、居心地の良い学級集
団をつくる。
･「人権」尊重の意識を常に持って全ての
教育活動に当たる。自分も友達も大切に
できる児童を育成する。

・特別支援教育の校内体制について全職
員で共通理解を図り、実態に即した支援
の在り方を探る。
・支援を必要とする児童を対象に学力支
援を行う。
・交流学級との連携をとり、全校児童の融
和的児童交流を促進する。
・特別支援学校との連携を図り、児童の
ニーズに対応したサポートを行う。

・教育相談体制を充実させ、スクールカウセ
ラーや保護者との連携を図る。

③　教職員の資質や指導力の向上


